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丈夫だが、夏の高温時に乾燥すると、グ

ンバイムシやハダニが発生し、葉が白っ

ぽく変色しやすい。駆除し充分灌水する。 

初夏には翌年の花芽が形成されるので剪

定、刈り込みは、花が終わったら早目に

実施する。遅れると翌年の花付が悪くな

る。花後に強剪定して、以後は徒長枝の

切り戻し程度が理想。 

移植は容易だが、浅根性（根の張り方が

浅い）のため表土が乾燥したり､過湿に

なると枯れやすい。梅雨の排水不良と夏

期の水切れに注意。鹿沼土のような保水

と通気性ある酸性土壌を好む。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

キリシマツツジには、江戸で改良された江戸キ

リシマ系と久留米で改良されたクルメツツジが

ある。 

Memo 

小型の花は、紫、紅、桃、白など品種が多く、

一斉に開花すると枝先を埋め尽くす。キリシマ

ツツジの系統で、江戸期から大正期に多くの品

種が作出された。久留米で改良された系統がク

ルメツツジと呼ばれる。サツキに似ているが、

葉はやや大きめ、花は１ヶ月ほど早く咲く。 

生長：普通 特 記 

ツツジ科（APGⅢ） 科 名 

常緑／低木／木本植物／園芸品種 

クルメツツジ [ 久留米躑躅 ]  

／キリシマツツジ [ 霧島躑躅 ] 


